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全体研究計画書（当初 3 年） 

 

（別紙） 

様式１ 

                                                     平成２５年１０月  日 

                関東・中部林試連 

         研 究 会 計 画 書 

 

１ 研究会の名称：地域特性に対応した森林作業システム研究会 

 

２ 提案機関・提案責任者（所属・氏名）：岐阜県森林研究所・臼田寿生  

  初年度開催機関事務局担当者（所属・氏名）：岐阜県森林研究所・臼田寿生 

  幹    事（所属・氏名）：岐阜県森林研究所・臼田寿生 

                 独立行政法人森林総合研究所・中澤昌彦 

 

３ 目  的： 

    平成２１年度に農林水産省から「森林・林業再生プラン」が公表され、４年が経過し

ようとしているが、この間、各地域では、丈夫で簡易な森林作業道をはじめとする森林

路網の充実化や先進的な林業機械の導入などによる作業システムの効率化・低コスト化

が進められてきた。しかし、地形や気象条件などの地域特性に対応した丈夫で簡易な路

網整備の基準が確立されていないことなどから路網の整備は十分な状況には至ってい

ない。また、近年、路網整備が困難な急傾斜地に対応するために、タワーヤーダ等によ

る架線系作業システムへの関心が高まっているが、架線集材に適した作業方法や路網の

条件などの知見が不足していることから、これらに関する研究へのニーズが高まってい

る。 

そこで、本研究会では地形、気象などの地域特性に対応した路網整備手法や路網を活

用した森林作業システムに関する参加機関の研究成果や取組について互いに検討・評

価し、これらに関する研究を推進することを目的とする。なお、最終年度には研究会の

成果をとりまとめた報告書を発行する。 

 

４ 設置期間：平成２６－２８年度（３年間） 

 

５ 実施方法： 

・ 原則として、年１回、１泊２日での開催を予定している。 

・ 開催場所は参加都県での持ち回りとし、岐阜県、静岡県等での開催を予定している。 

・ 地形や森林路網整備状況などの地域特性に対応した森林作業システムに関する検討

会を実施し、それらに関する調査事例などの情報交換や協議を行う。 

 

６ 参加予定機関： 
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独立行政法人森林総合研究所、岐阜県森林研究所、公益財団法人東京都農林水産振

興財団 東京都農林総合研究センター、新潟県森林研究所、富山県農林水産総合技

術センター森林研究所、山梨県森林総合研究所、長野県林業総合センター、静岡県

農林技術研究所森林・林業研究センター 

  

７ 想定される外部資金：なし 

   

８ そ の 他：なし 
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第 1 回研究会 平成 26 年度 （岐阜県） 

 

 

 

平成２６年度 

関東・中部林業試験研究機関連絡協議会 

地域特性に対応した森林作業システム研究会 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年８月２８日（木）～平成２６年８月２９日（金） 

 

 

岐阜県森林研究所 

 

 

  



6 

 

日程 

８月２８日（木） 現地検討会（山県市神崎地内） 

12:45     集合・受付（ＪＲ岐阜駅 １Ｆ中央北口 総合案内板前） 

12:45～14:00 現地検討会会場へ移動（レンタカー等） 

（13:45 頃）  ※途中、車で来られる方と山県市役所美山支所（山県市谷合 1358-1）で

待ち合わせ 

14:00～14:15 開会挨拶（岐阜県森林研究所所長）、事務局連絡 

出席者自己紹介 

14:15～15:45 現地検討会（タワーヤーダによる皆伐事業地） 

15:45～17:15 移動（レンタカー等） 

18:00～20:00 情報交換会 

 

８月２９日（金） 研究会（河鹿荘：美濃市） 

8:30       配付資料説明、座長選出 

8:40～11:10  研究会討議 

 

議題（１）調査・事例紹介 

① 東京都農林総合研究センター         8:40～8:50 

「オートチョーカー専用ワイヤーの改良」 

② 新潟県森林研究所       8:50～9:00 

「新潟県における搬出間伐の生産性調査」 

③ 富山県森林研究所                 9:00～9:10 

「作業道作設における功程調査について」 

④ 静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター   9:10～9:20 

「未利用間伐材の搬出とチップ化」 

⑤ 森林総合研究所          9:20～9:30 

「森林作業道の作設工法と耐荷重性との関係」 

⑥ 森林総合研究所                9:30～9:40 

  「林道排水施設が処理する水量の実態調査」 

 

休憩                               9:40～9:50 

 

議題（２）提案・要望事項について 

① 新潟県森林研究所                  9:50～10:05 

「根曲り部分の効率的な搬出方法について」 

② 静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター   10:05～10:20 

「素材生産の事例調査等における行政機関との連携について」 

③ 岐阜県森林研究所                                10:20～10:35 

「簡易貫入試験による路体支持力の調査について」 
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議題（３）路網に関するデータベースの構築について   10:35～10:50 

岐阜県森林研究所         

   

議題（４）次期開催地について        10:50～11:00 

 

その他          11:00～11:10 

 

11:10 閉会 

 

11:10～12:00 ＪＲ岐阜駅へ移動（レンタカー等） 

 

12:00 ＪＲ岐阜駅 解散 

 

※上記の日程は、諸般の事情により、変更する可能性があります。 

 

＜ 注意事項 ＞ 

1. ２８日間とも昼食の用意はありませんので、各自でご対応願います。 

2. 情報交換会は、１８時より行います。 

3. ２９日の朝食は午前７時３０分からとなります。 
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平成２６年度 関東・中部林業試験研究機関連絡協議会 

地域特性に対応した森林作業システム研究会 

参 加 者 

機  関  名 部  署 役  職 氏  名 

公益財団法人 東京都農林水産振興財団 

東京都農林総合研究センター 
緑化森林科 

科長補佐 

（主任研究員） 
中村 健一 

研究員 吉岡 さんご 

新潟県森林研究所 森林・林業技術課 
主任研究員 小柳 正彦 

主任研究員 宮嶋 大介 

富山県農林水産総合技術センター 森林研究所 森林環境課 副主幹研究員 図子 光太郎 

山梨県森林総合研究所 経営機械科 研究員 大地 純平 

長野県林業総合センター 
指導部 主査 高橋 太郎 

育林部 研究員 戸田堅一郎 

静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター 森林育成課 研究員 野末 尚希 

高知県立森林技術センター 森林経営課 チーフ 山崎 敏彦 

森林総合研究所 

研究管理科 科長 松本 寛喜 

研究管理科 研修係長 日口 邦洋 

森林路網研究室 

領域長 陣川 雅樹 

主任研究員 鈴木 秀典 

主任研究員 山口 智 

研究員 宗岡 寛子 

収穫システム研

究室 

室長 上村 巧 

主任研究員 吉田 智佳史 

主任研究員 佐々木 達也 

主任研究員 中澤 昌彦 

安全技術研究室 研究員 猪俣 雄太 

岐阜県森林研究所 

 所長 天野 善一 

森林環境部 部長研究員 古川 邦明 

森林資源部 
専門研究員 臼田 寿生 

主任研究員 和多田 友宏 
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現地検討会 案内図  

タワーヤーダによる皆伐事業地（山県市神崎） 

 

 

山県市役所 
美山支所 
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調査・事例紹介 

① 東京都農林総合研究センター 

調査・事例名 オートチョーカー専用ワイヤーの改良 

内   容 

花粉発生源対策事業の集材作業において、ワイヤレスコントロー

ル式チョーカーシステム（以下、オートチョーカー）を導入したと

ころ、実搬器走行中に荷掛けした材が落下する事例が発生しました。

搬器走行中の荷掛けした材が、地面に擦れた衝撃で落下してしまし

た。 

現場作業員の方との対話から、衝撃によりチョーカーからカシメ

が落下することと、荷掛けワイヤーと材の接着が悪いことが原因と

考えられました。これらの原因を解決するために行った、オートチ

ョーカー専用ワイヤーの改良について報告します。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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② 新潟県森林研究所 

調査・事例名 新潟県における搬出間伐の生産性調査 

内   容 

新潟県の搬出間伐の生産性は全国平均よりも低くなっている。こ

れには様々な原因が考えられるが、積雪による成立本数の減少や根

曲りの影響も大きいと考えられる。 

そこで調査地の立木形状等を把握した上で、生産性について調査

を行ったので報告する。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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③ 富山県森林研究所 

調査・事例名 作業道作設における功程調査について 

内   容 

本県で主流となっている0.45クラスのバックホウを用いた作業道

作設について功程調査を実施した。調査結果をもとに、純土工作業

と伐根処理について標準功程を作成したので報告する。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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④ 静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター 

調査・事例名 未利用間伐材の搬出とチップ化 

内   容 

低林齢林における保育間伐は健全な森林を育成する上で必要であ

るが、捨切り間伐を実施すると森林所有者の費用負担が発生するた

め、間伐実施が躊躇されがちである。今後、保育間伐を適切に進め

るためには、所有者の費用負担が極力少ない方法を検討する必要が

ある。 

今回、その試みとして、低林齢林において間伐木の全木搬出を行

い、製紙用チップ及び燃料用チップ材として販売する場合のコスト

を調査したので、その結果と課題を報告する。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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⑤ 森林総合研究所 

調査・事例名 森林作業道の作設工法と耐荷重性との関係 

内   容 

繰り返し走行すると路体の耐荷重性がどのように変化するかを明

らかにするために、繰り返し走行試験を行い、森林作業道の許容支

持力（どのぐらいの荷重がその路体に乗っても安全かを示す指標）

とコーン指数（路面表面の柔らかさを示し、車両の走行可能性の判

断に用いる指標）を算出した。本発表では、走行回数と耐荷重性と

の関係を報告する。 

発 表 方 法 パワーポイント（資料配付 Ａ４×1枚） 
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⑥ 森林総合研究所 

調査・事例名 林道排水施設が処理する水量の実態調査 

内   容 

溝渠（暗渠・開渠）や横断排水溝等の林道排水施設が処理すべき

水量は、集水面積等に基づいて推定され、それに応じて排水施設の

設計・配置が行われている。しかし実際には、たとえ集水面積が同

程度であっても個々の場所によって水量のばらつきが大きいと考え

られる。従って、実際の水量に対して排水施設の設計が過大であっ

たり、逆に実際の水量が設計よりも多く処理しきれない場合があっ

たりすると考えられるが、その実態は明らかになっていない。本調

査では、降雨時の溝渠、横断排水溝内の最大水位を多点的に測定し、

どのような場所で水量が多く、どのような場所では少ないのか、実

態を明らかにすることを試みている。これが明らかとなれば、より

実態に応じた無駄のない排水施設の設計・配置につながると考えら

れる。 

発 表 方 法 パワーポイント、その他（資料配付 Ａ４×１枚） 
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⑦ 山梨県森林総合研究所 

調査・事例名 林業用トラクタの動力を利用した集材機の開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

○開発の経緯・目的 

山梨県中西部にある甲斐市に本社を置く(有)藤原造林では、現場条件により集材機

を用いた架線集材作業を行うことがある。しかし、所有する集材機の老朽化による故

障の頻発、交換部品の確保の難しさ等の問題が深刻化する中、集材作業そのものを

断念したり、コスト高となることを承知の上で森林作業道を開設したりすることにより、結

果として集材機の稼働率が低下し、経営上も大きな影響が出ていた。 

また、集材機は需要の減少に加えて排ガス規制の強化によりエンジンの供給が難し

くなったことから、生産台数が激減している状況にある。しかしながら、急峻な地形が

多い山梨県では今後も集材機による架線集材は必要不可欠であることから、今回同

社では林業用トラクタの油圧動力を利用した集材機を開発することとした。 

 

○導入した機械の内容 

【集材機】 【トラクタ】 

 

 

 

 

○取組の成果と今後の課題 

今回の取組により架線集材を安定的に実施していくための一つの形を示すことがで

きた。しかしながら、導入した機械を用いて行うことができる作業は、あくまで従来から

あるエンドレスタイラー方式等による架線集材のみであり、それだけで労働生産性や

採算性が大きく改善されるわけではない。ただ、今回の取組では集材機を積載できる

牽引式トレーラー（グラップル付き）を併せて導入し、また集材機には自立用のアウトリ

ガーを装着した。これにより集材機の移動・架設作業が簡略化され、作業効率の改善

につながることが期待される。 

なお、今後導入機械の普及を図るためには、価格に見合った使用方法・作業システ

ムの提案が不可欠である。そのためには稼働率を高め使用実績を積み重ねていくし

かない。また研修会の開催などを通して広く紹介していく必要がある。 

形式名 ＳＫ４０－３Ａ 形式名 Ａ９３ハイテック 
メーカー名 (株)釜原鉄工所 メーカー名 バルトラ（フィンランド） 

 エンジン出力 ７４ｋｗ 
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 また、今回の取組ではトラクタのエンジン動力を利用したが、一定規格以上の油圧

機械であれば代替が可能と考えられる。既存の油圧ショベル等を改造して使用する場

合は集材機のみの購入で作業が可能になると見込まれ、その場合コストも低く抑えら

れることからよりいっそうの普及が期待できる。 

 

 

【集材機のトレーラーへの積載状況】 

 

 

 

【架線集材作業実施状況】 発表方法 その他（資料配付  Ａ４×２枚） 
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提案・要望事項 

① 新潟県森林研究所 

提案・要望事項 丸太の曲がりを自動判別する技術について 

内   容 
径が大きく不定型な根曲り部分を効率的に運搬する方法（現地チ

ップ化など）について、情報があれば提供願いたい。 

理   由 

新潟県のスギ人工林は積雪の影響により根曲がりの割合が大きくなっ

ている。ペレットや発電用燃料として根曲がり部分が期待されているが、

長さが不ぞろいで曲がっているため収集・運搬に手間がかかり利用され

ていない。末木や枝条については減容化による運搬の効率化が報告さ

れているが、根曲り部について効率的な方法があれば参考にしたい。 

 

② 静岡県農林技術研究所 森林・林業研究センター 

提案・要望事項 素材生産の事例調査等における行政機関との連携について 

内   容 

当センターでは平成２５年度より、県内素材生産現場において導

入されている作業システム、路網密度、生産性の実態把握や各要素

の関係分析等を行うため、行政機関の調査とは別に、独自にアンケ

ート調査を実施している。 

同様の取組や、行政と連携した調査を行っている事例があれば参

考としたいので、情報提供をお願いしたい。 

理   由 

今素材生産に関係する調査では、林野庁が実施している「素材生産

費等調査」や、各都県行政がそれぞれの必要から独自に実施している調

査がある。 

こうしたデータの蓄積は貴重な情報であるが、研究目的で使用する場

合、必要な項目がない場合（例えば、路網密度と作業システム、生産性

の関係を把握したいと考えても、路網に関する記入を求めていないな

ど）、調査対象者が限定的な場合などがあり十分活用できないことが多い

ため、独自のアンケート調査が必要と考えている。 

一方、調査にあたる現場の職員や回答する事業者からは、類似した複

数の調査にその都度応じるのは負担であるため、ひとつの調査にまとめ

て行うなど実施方法の改善を求められている。 

このことから、行政機関と連携したより効率的な情報収集の方法がない

か検討するため、アンケート調査等について、情報提供をお願いしたい。 
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③ 岐阜県森林研究所 

提案・要望事項 簡易貫入試験による路体支持力の調査について 

内   容 

森林作業道における路体の支持力（盛土の締め固め度など）を確

認する手法として、近年、簡易動的コーン貫入試験による調査が実

施され、その有効性が明らかになりつつある。しかし、路体支持力

のデータには土質や施工条件などの様々な因子が影響を与えること

から、多様な条件下における調査データが必要となるため、調査手

法を統一し、できるだけ多くの機関が連携しながら調査を進める必

要がある。 

理   由 

岐阜県では、昨年度から簡易貫入試験による調査を進めているが、ま

だまだ調査データが少なく、多くの機関と連携しながら調査データの充実

化を図りたい。 

 

④ 幹事 

提案・要望項目 路網データベースの構築について 

内   容 

これまでに引き続き、路網データベース構築のため、各県からの

データ提供をお願いしたい。収集するデータは概ねこれまでと同じ

だが、過去の施業時に開設した作業道を再度活用して施業を行った

事例があれば、その旨を付記して提供いただきたい。 

理   由 

前研究会から平成28年度までに各県から約50件の路網データを提

出いただき、路網整備による平均集材距離の短縮と労働生産性、コ

ストとの関係について分析が行われている。この路網データベース

をさらに充実させていきたい。 

また、継続的な使用を想定した路網整備が進められてきたが、実

際に修繕や改良を加えながら路網を繰り返し活用していく様を時系

列的に把握した例は少ない。そこで、そのような事例があれば積極

的にデータベースの中に取り込みたいと考えている。 
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開催報告 
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第 2 回研究会 平成 27 年度 （静岡県） 

 

 

 

平成２７年度 

関東・中部林業試験研究機関連絡協議会 

地域特性に対応した森林作業システム研究会 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年８月３１日（月）～平成２７年９月１日（火） 

 

 

静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター 
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日程 

 

８月３１日（月） 会議（静岡県浜松市浜北区根堅 静岡県立森林公園「森の家」） 

＜鉄道でお越しの方＞ 

12:30     集合（遠州鉄道「西鹿島」駅前） 

12:30～13:00 会議会場へ移動・受付け（静岡県公用車） 

＜自動車でお越しの方＞ 

12:45     集合（静岡県立森林公園「森の家」） 

12:45～13:00 受付け 

 

 

13:00～13:15  開会挨拶（静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター長）、 

出席者自己紹介、座長選出 

13:15～16:50 研究会討議 

 

議題（１）調査・事例紹介 

① 東京都農林総合研究センター                               13:15～13:30 

「オートチョーカー専用ワイヤーの改良」  

② 新潟県森林研究所                                         13:30～13:45 

「Ｃ材搬出量の増加を目指した伐採・造材方法の検討」 

③ 富山県森林研究所                       13:45～14:00 

「木質バイオマス発電用燃材の生産量および生産性に関する調査」 

 

休憩                                        14:00～14:15 

 

④ 山梨県森林総合研究所                    14:15～14:30 

  「3ｔ4WD 高床グラップル付車（東海大阪 R） 情報提供」 

⑤ 長野県林業総合センター                   14:30～14:45 

「『未利用木材生産システム検証事業』について」 

⑥ 森林総合研究所                14:45～15:00 

「植栽作業中に腰部にかかる負荷」 

⑦ 森林総合研究所                     15:00～15:15 

「横断溝間隔と将来の路面補修の必要性について」 

 

休憩                                         15:15～15:30 

 

議題（２）提案・要望事項について 

① 東京都農林総合研究センター                     15:30～15:45 

「土場に集積された林地残材の有効利用事例」 

② 山梨県森林総合研究所                                     15:45～16:00 
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「各種林業機械を用いた既存作業の効率と工程に関する調査」 

③ 森林総合研究所 

「路網に関するデータベースの構築について」          16:00～16:15 

④ 森林総合研究所                              

「大径長尺材および広葉樹搬出に関する情報提供願い」         16:15～16:30 

 

議題（３）次期開催地について                     16:30～16:35 

 

その他                              16:35～16:40 

 

16:40～16:50 事務局連絡 

16:50     閉会 

18:00～20:00 情報交換会 

 

９月１日（火） 現地検討会（掛川市丹間地内） 

8:30       静岡県立森林公園「森の家」出発 

8:30～9:00   会場へ移動（静岡県公用車、レンタカー） 

9:00～9:30   途中集合地点 現地検討会講師紹介ほか 

       講師：掛川市森林組合 業務統括部長 尾崎友昭 氏 

9:30～9:50   移動 

9:50～10:50  現地検討会（ウッドライナーを用いた皆伐施業地） 

10:50～11:10  ＪＲ掛川駅へ移動 鉄道利用者解散 

11:10～11:50 「森の家」へ移動 解散 

 

※上記の日程は、諸般の事情により、変更する可能性があります。 

 

＜ 注意事項 ＞ 

1. ２日間とも昼食の用意はありませんので、各自でご対応願います。 

2. 情報交換会は、１８時より行います。 

3. ２９日の朝食は午前７時３０分からとなります。 
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平成２７年度 関東・中部林業試験研究機関連絡協議会 

地域特性に対応した森林作業システム研究会 

参 加 者 

機  関  名 部  署 役  職 氏  名 

公益財団法人 東京都農林水産振興財団                   

東京都農林総合研究センター 
緑化森林科 主任研究員 中村 健一 

新潟県森林研究所 森林・林業技術課 
主任研究員 伊藤 幸介 

主任研究員 宮嶋 大介 

富山県農林水産総合技術センター 

森林研究所 
森林環境課 副主幹研究員 図子 光太郎 

山梨県森林総合研究所 経営機械科 研究員 大地 純平 

長野県林業総合センター 
指導部 指導部長 宮崎 隆幸 

指導部 担当係長 間島 達哉 

岐阜県森林研究所 森林環境部 部長研究員 古川 邦明 

千葉県農林総合研究センター 森林研究所 研究員 成沢 知広 

愛知県森林・林業技術センター 技術開発部 
主査 石丸 賢二 

技師 中島 寛文 

森林総合研究所 

林業工学研究領域 領域長 陣川 雅樹 

収穫システム研究室 
室長 上村 巧 

主任研究員 中澤 昌彦 

森林路網研究室 
室長 鈴木 秀典 

研究員 宗岡 寛子 

安全技術研究室 研究員 猪俣 雄太 

静岡県農林技術研究所 

森林・林業研究センター 

 センター長 青島 正明 

木材林産科 

科長 池田 潔彦 

上席研究員 渡井 純 

上席研究員 山口 亮 

主任研究員 星川 健史 

研究員 野末 尚希 
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調査・事例紹介 

① 東京都農林総合研究センター 

調査・事例名 オートチョーカー専用ワイヤーの改良 

内   容 

花粉発生源対策事業の集材作業において、ワイヤレスコントロー

ル式チョーカーシステム（以下、オートチョーカー）を導入したと

ころ、実搬器走行中に荷掛けした材が落下する事例が発生した。 

この現場は、主索の途中に尾根があり、そこに荷掛けした材が地

面に触れた。そのさい、材の上下が逆になるため、荷掛け位置が梢

端部に移動し、オートチョーカー専用ワイヤーが緩むのが原因だと

考えられる。この原因を解決するため、オートチョーカー専用ワイ

ヤーを改良したので報告する。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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② 新潟県森林研究所 

調査・事例名 Ｃ材搬出量の増加を目指した伐採・造材方法の検討 

内   容 

新潟県内でもバイオマス発電の計画があり、林内からのＣ材の効

率的な搬出が求められている。その手法の１つとして、地際伐採を

行った上で、根元部分を 2ｍのＣ材に採材し雪国特有の根元部分を

効率的に使うことが提案されている。 

そこでこの方法を用いた場合の生産性の調査をおこない、有効性

を検証したので報告する。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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③ 富山県森林研究所 

調査・事例名 木質バイオマス発電用燃材の生産量および生産性に関する調査 

内   容 

富山県では、平成27年度より木質バイオマス発電所が稼働を開始

した。これに供給される燃材には、一般用材として不適な短尺材、

曲がり材、折損材、枝条などの未利用材があてられるが、未利用材

の発生量や生産および搬出にかかるコストに関する知見は不足して

いる。そこで、素材生産工程における未利用材の発生量やチップ用

材の生産量および生産性に関する調査を行ったので報告する。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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④ 山梨県森林総合研究所 

調査・事例名 3ｔ4WD高床グラップル付車（東海大阪 R） 情報提供 

内   容 

・平成24年に「先進的林業機械緊急実証・普及事業」に「グラップ

ル付き２ｔトラック」を弦間林業、(株)アクティオが申請。山梨県

はこれをサポートしたが、採択はされなかった。 

・平成26年、奈良県が当初予算において、狭軌道路網でも作業でき

るグラップル付き小型トラックの開発を事業化し、上記予算に関

する記事が平成26年4月29日付け日刊木材新聞に掲載され、記事を

読んだ柘植が同県に事業の詳細を確認 

・柘植（当研究所林業普及指導員）から（株）アクティオに同事業

の情報を提供し、グループ企業の大阪東海レンタルが事業を受託

し、機械を開発 

・平成27年度、奈良県に納入。実証試験として、林地未利用材の回

収効率および既存搬出機械との比較を行うとのこと。 

発 表 方 法 （資料配付 Ａ４×2枚） 
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⑤ 長野県林業総合センター 

調査・事例名 「未利用木材生産システム検証事業」について 

内   容 

長野県内において、これまであまり利用の進んでいないアカマツ

材、広葉樹材、マツ枯れ被害材・林地残材を利用するために、安全

で、効率的で、汎用性のある作業システムを林業事業体から募り、

実施内容を検証しました。 

発 表 方 法 配布資料冊子(予定) 
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⑥ 森林総合研究所 

調査・事例名 植栽作業中に腰部にかかる負荷 

内   容 

人力作業である植栽作業には屈んだ状態で作業することもある。

そのときに腰部にかかる負荷がどの程度であるかは明らかになって

いない。植栽作業の軽労化を行うためには、植栽作業中に腰部にか

かる負荷を把握する必要がある。そこで、ケーブルレスモーション

センサを用いて、植栽作業中の腰部の曲がり角度を計測し、そこか

ら椎間板にかかる負荷（椎間板モーメント）の推定を試みること

で、腰部にかかる負荷を算出した。本発表では、植栽道具によって

椎間板モーメントがどのように変化するかについて報告する。 

発 表 方 法 パワーポイント（資料配布 Ａ４×２枚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



48 
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⑦ 森林総合研究所 

調査・事例名 横断溝間隔と将来の路面補修の必要性について 

内   容 

林業の基盤として林内路網の整備が進められているが、将来の維

持管理・補修の負担について予測が十分に行われているとは言えな

い。特に、構造物を省略するなどして開設費を抑制する場合、林道の

耐久性が低下し、将来の維持管理・補修の負担が増加することが懸念

される。開設から将来の維持管理・補修の負担までを総合的に考えて

最適な設計を行う必要がある。 

本研究では、上記の観点から横断溝の配置間隔を検討した。開設時

に横断溝を密に配置するほど、横断溝の設置にかかる費用は増加す

るが、将来の補修の負担は軽減されると考えられる。本研究では、開

設から将来の補修までを総合的に考えて最適な横断溝間隔を検討し

た。 

発 表 方 法 パワーポイント（資料配付 Ａ４×１枚） 
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提案・要望事項 

① 東京都農林総合研究センター 
 

提案・要望項目 土場に集積された林地残材の有効利用事例 

内   容 

東京都では、行政主導の事業（森林循環促進事業）により、年間

50～80ｈａの主伐を行っている。同事業では、地形が急峻である等

の理由から、架線系（主に集材機）による全木集材→プロセッサ造

材というシステムを採用することが多い。その際、土場で発生した

枝条などの残材処理に苦慮している。 

ついては、各県において林地残材の処理や有効利用の取り組み事

例があれば、情報提供をお願いしたい。 

理   由 

東京都において林地残材の処理には、 

① 他県のチップ工場へ販売 

② 森林所有者の同意を得て道際に集積 

③ 架線を利用して林地へ戻す 

等の対応を取っているが、①は相手方との契約数量が限られ一部の

利用にとどまる、②は同意を得られるケースが少ない、③は最も多

く行われている手法であるが、手間がかかる上に経費が嵩む、とい

った問題があり、いずれも根本的な解決には至っていない。 

 

② 山梨県森林総合研究所 

提案・要望項目 各種林業機械を用いた既存作業の効率と工程に関する調査 

内   容 

地拵え、路網開設などこれまであまり機械化（林業機械）が進ん

でいなかった部分、作業工程における機械利用率などについての

現状の調査、情報交換。 

理   由 

これまで、人力や一般的な建設機械を流用して行ってきた作業

工程に、グラップルやハーベスタなどの林業用機械が導入され、効

率化が進んでいる。これについて、どの程度工程に変化があるの

か、効率化が行われているのか事例を集めたい。 

 

 



52 

 

③ 森林総合研究所 

提案・要望事項 路網に関するデータベースの構築について 

内   容 

前研究会、昨年度に引き続き、路網に関するデータベースの構築

のために、各担当者にデータ収集をお願いしたい。昨年度岐阜県か

ら提案があったように、簡易動的コーン貫入試験を実施されていれ

ば、その結果も付記して欲しい。また、森林総研からの新たな提案

として、排水施設等の配置や維持管理の状況等も付記して欲しい。 

理   由 

関東中部圏内において、各地で森林作業道などの路網が開設され

ている。しかし、コスト低減などのプラス効果だけでなく、土砂流

出・崩壊などの問題も指摘され始めている。開設後数年を経過した

作業路の事例も多くなってきており、様々な事例を調査できる状況

になってきたと考えられる。そこで、各都県の機械作業システムと

森林路網の事例を評価し、より優れた森林作業システムについて検

討することを目的として、森林作業道などの路網（配置、施工方法、

路体支持力等）と、路網を用いた作業システムに関するデータベー

スを構築したい。 

 

④ 森林総合研究所 

提案・要望事項 大径長尺材および広葉樹搬出に関する情報提供願い 

内   容 
人工林大径長尺材および広葉樹材の伐採搬出に関する共同研究

または作業現場の紹介等情報提供をお願いしたい。 

理   由 

今年度から新しく森林総研交付金プロジェクトとして、「大径・長尺材に

対応した新たな生産技術の開発」と「木質バイオマス発電事業の安定的

な拡大手法の開発」を開始することとなった。「大径・長尺材に対応した新

たな生産技術の開発」では、直径50cm長さ8mの材の伐出を想定して伐

木から造材、集材までの現地調査を実施したい。「木質バイオマス発電

事業の安定的な拡大手法の開発」では、広葉樹バイオマスの低コスト供

給システムの開発を目標として、伐出および破砕、輸送までの現地調査

を実施したい。 
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開催報告 
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第 3 回研究会 平成 28 年度 （新潟県） 

 

 

 

平成２８年度 

関東・中部林業試験研究機関連絡協議会 

地域特性に対応した森林作業システム研究会 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年９月７日（水）～平成２８年９月８日（木） 

 

 

新潟県森林研究所 
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平成２８年度 関東・中部林業試験研究機関連絡協議会 

地域特性に対応した森林作業システム研究会 

 

参 加 者 

機  関  名 部  署 役  職 氏  名 

富山県農林水産総合技術センター 

森林研究所 
森林環境課 森林資源課長 図子 光太郎 

山梨県森林総合研究所 
経営機械科 研究員 大地 純平 

研修・普及科 普及指導員 小峰 正之 

長野県林業総合センター 指導部 

指導部長 宮崎 隆幸 

担当係長 間島 達哉 

担当係長 髙野 毅 

岐阜県森林研究所 森林資源部 専門研究員 臼田 寿生 

静岡県農林技術研究所 

森林・林業研究センター 
木材林産科 研究員 平山 賢次 

岡山県農林水産総合センター森林研究所 林業研究室 研究員 片桐 智之 

森林総合研究所 

林業工学研究領域 領域長 陣川 雅樹 

収穫システム研究室 

室長 上村 巧 

主任研究員 佐々木 達也 

主任研究員 中澤 昌彦 

森林路網研究室 

室長 鈴木 秀典 

主任研究員 山口 智 

研究員 宗岡 寛子 

省力化技術研究室 研究員 猪俣 雄太 

新潟県農林水産部林政課 経営指導係 主任 本間 拓也 

新潟県森林研究所 

 所長 高橋 喬 

森林・林業技術課 

課長 本間 広之 

専門研究員 武田 宏 

専門研究員 塚原 雅美 

主任研究員 宮嶋 大介 
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日 程 

 

９月７日（水）  会議（新潟県村上市瀬波温泉 2-10-2 大観荘 せなみの湯） 

  ＜鉄道でお越しの方＞ 

12：30      集合（JR 村上駅前） 

  12：30～12：45  会議会場 兼 宿泊施設へ移動（新潟県公用車、レンタカー 等） 

  ＜自動車でお越しの方＞ 

12：45      集合（大観荘 せなみの湯） 

12：45～13：15  受付 

13：15～13：30  開会挨拶（新潟県森林研究所長） 

出席者自己紹介、座長選出 

13：30～17：20    研究会討議 

 

 

議題（１）調査・事例紹介 

① 森林総合研究所                            13:30～13:40 

「森林総合研究所第４期中長期計画の概要」 

② 富山県農林水産総合技術センター森林研究所               13:40～13:50 

「造材工程においては発生する端材の発生量および収集作業の功程について」 

③ 長野県林業総合センター                                       13:50～14:10 

「大型チェーンソーの有効性について」 

「ワイヤーロープの継ぎ加工について」 

④ 岐阜県森林研究所                                               14:10～14:20 

「土構造の森林路網における崩壊発生の特徴について」 

⑤ 静岡県森林・林業研究センター                      14:20～14:30 

「夏季伐採の実態調査」 

 

休憩                                          14:30～14:40 

 

⑥ 岡山県農林水産総合センター森林研究所                  14:40～14:50 

「岡山県における欧州製タワーヤーダによる皆伐作業について」 

⑦ 山梨県森林総合研究所                         14:50～15:00 

「一貫システム導入に向けた段階的試験研究 ヒノキコンテナ苗植栽試験」 

⑧ 新潟県森林研究所                           15:00～15:10 

   「多雪地におけるコンテナ苗植栽功程調査と活着率について」 

 

議題（２）研究成果のとりまとめについて                        15:10～15:40 

 

休憩                                                   15:40～15:50 
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議題（３）提案・要望事項について 

① 長野県林業総合センター                         15:50～16:10 

「高性能林業機械を利用した皆伐歩掛について」 

「市町村発注事業への支援について」 

② 森林総合研究所                                                      16:10～16:30 

「路網調査票について」 

「林業機械化推進研修・研究協議会の概要」 

 

議題（４）新規研究会について                                           16:30～17:15 

 

 

その他                             

 

17:15～17:20 事務局連絡 

17:20     閉会 

18:00～20:00 情報交換会 

 

 

９月８日（木） 現地検討会（村上市内） 

8:30        大観荘 せなみの湯 出発 

8:30～9:00    移動（新潟県公用車、レンタカー） 

9:00～10:00   現地検討会① 

         講師：有限会社 丸実 本間郁郎 氏 

10:00～10:30  移動 

10:30～11:00  現地検討会② 

         コンテナ苗植栽試験地 

11:00～11:30  移動  

11:30         ＪＲ 村上駅 解散 （ＪＲ特急いなほ８号・新潟行き 村上発 12:09） 

 

 

＊ 上記の日程は、諸般の事情により、変更する可能性があります。 

＊ ２日間とも昼食の用意はありませんので、各自ご対応願いします。 
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調査・事例紹介 

① 森林総合研究所 

調査・事例名 森林総合研究所第４期中長期計画の概要 

内   容 

森林総合研究所では、新しく平成 28年度より第 4期中期計画が開始され

ましたので、その概要および林業工学研究領域の組織体制と主な課題につ

いて紹介します。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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② 富山県農林水産総合技術センター 

調査・事例名 造材工程において発生する端材の発生量および収集作業の功程について 

内   容 

造材工程で発生する端材の発電用燃材としての利用可能性を検討す

るため，その発生量とフォワーダによる収集運搬作業の功程について調

査を行った。 

端材の発生量は採材方法および対象木の直径、樹高、幹の曲がりなど

によって大きく変動した。 

造材ポイントにおいて発生する端材をプロセッサで集積するため，造

材作業において1本当たり平均24秒程度のかかり増しとなった。また，

フォワーダ搭載のグラップルクレーンによる端材の積込み・荷下ろし作

業の平均生産性は2.22㎥/時となった。同じ機種を用いた丸太の積込み・

荷下ろし作業の平均生産性は10.82㎥/時であったことから，端材の積込

み・荷下ろしの生産性は丸太におけるそれの20%程度であった。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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③ 長野県林業総合センター 

調査・事例名 
① 大型チェーンソーの有効性について 

② ワイヤロープの継ぎ加工について 

内   容 

① 大径木伐採に際して大型チェーンソーが有効か検証調査をしたので中

間報告をします。 

② ワイヤロープの継ぎ加工で、初心者と熟練者の差が出るか検証調査した

ので報告します。 

発 表 方 法 （資料配付 Ａ４×１枚×２題） 
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④ 岐阜県森林研究所 

調査・事例名 土構造の森林路網における崩壊発生箇所の特徴について 

内   容 

土構造を基本とする林業専用道および森林作業道は、低コストで作設

できる反面、作設場所や方法を誤ると崩壊が発生しやすくなります。そ

こで、崩壊を発生させないための注意点を明らかにするため、県内の路

網における崩壊発生箇所の主な特徴を整理しましたので報告します。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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⑤ 静岡県森林・林業研究センター 

調査・事例名 夏季伐採の実態調査 

内   容 

木材生産の平準化は、木材の需要先への安定供給に加え、林業事業体

の従業員の安定雇用や高性能林業機械の稼働率向上等につながるため、

重要性が高い。 

しかし、夏季に伐採することは「残存木に傷が付きやすい」等の理由

により躊躇されるため、他の時期に比べて夏季の木材生産量は低く留ま

っている。 

このため、今回県内で夏季伐採を実施している事業体の協力のもと、

伐採現場の実態(残存木の被害率、傷の位置)を調査したので報告する。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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⑥ 岡山県農林水産総合センター森林研究所 

調査・事例名 岡山県における欧州製タワーヤーダによる皆伐作業について 

内   容 

岡山県では、高密度路網と車両系システムを組合せた作業システムが

主流となっており、急傾斜地でも車両系システムで搬出作業を行ってい

る。そのような状況の中、県内において初めて欧州製タワーヤーダによる

皆伐作業が行われ生産性調査を行ったので報告する。 

発 表 方 法 パワーポイント 

 

⑦ 山梨県森林総合研究所 

調査・事例名 
一貫作業システム導入に向けた段階的試験研究 

ヒノキコンテナ苗植栽試験（平成２９年度より実施予定） 

内   容 

目的） 

ヒノキコンテナ苗を利用した一貫作業システムの構築には、ヒノキコ

ンテナ苗の特徴を考慮し、植栽地各地での活着条件を知る必要がある

が、本県ではヒノキコンテナ苗を植栽した事例がないため、実際にヒノ

キコンテナ苗を植栽し、活着条件およびその成長について調査を行う。 

 

方法） 

①ヒノキコンテナ苗植栽試験 

県内各管内の中傾斜地（15～30°）に 20ｍ×20ｍの小プロット４つ

を１セットとした大プロットをそれぞれ配置し、春夏秋の各時期に小プ

ロット毎 80本（2000本/ha）のヒノキコンテナ苗を植栽する。また、ヒ

ノキ通常裸苗との比較対照として小プロットの一つを春植え、秋植えに

分けてヒノキ裸苗を植栽する。植栽は、コンテナ苗用の植え付け器具を

用いて行う。 

②活着率調査 

各地域のプロットにおけるコンテナ苗活着状況を確認するため、下草

刈り払い時期に合わせて活着状況調査を実施する。試験中、枯損が発生

した場合も補植はせず、そのままの状態で継続調査を行う。 

③生長調査 

植栽前のヒノキコンテナ苗について、樹高、根元直径、等を記録し、

植栽後半年～１年のペースで生長状況を確認し、比較を行う。 

発 表 方 法 当日配布、および口頭 
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⑧ 新潟県森林研究所 

調査・事例名 多雪地におけるコンテナ苗植栽功程調査と活着率について 

内   容 

新潟県内の緩傾斜地（１０°程度）においてにコンテナ苗の植栽の試験を

行ったので、その功程調査と一冬越えた後の活着率や雪害による幹折れの

状況を報告する。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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提案・要望事項 

① 長野県林業総合センター 
 

提案・要望項目 
① 高性能林業機械を用いた皆伐歩掛について 

② 市町村発注事業への支援について 

内   容 

① 各県で行われている皆伐に伴う歩掛について教えてほしい 

② 市町村有林整備に際しての、発注設計書の作成指導の仕方を教え

てほしい 

理   由 

① 本県でも皆伐再造林への動きは進んでいるものの、現行のシステムに

適合した標準的な皆伐歩掛がないため、皆伐に取り組みづらい状況

である。このため、各県の皆伐歩掛を参考にして、本県の歩掛を現行

システムに適合するように見直したい。 

② 市町村有林整備の発注設計書は、造林事業の標準単価に面積を掛

けて算出する等、歩掛を考慮していないものが見受けられる。このた

め、各県市町村でどのような設計書を作成しており、県としてどのよう

作成指導をしているか知りたい。 
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② 森林総合研究所 

提案・要望項目 路網調査票について 

内   容 

既設路網の状況調査のための調査票を作成したので、各県でこの

ような調査を行う際には、この調査票によって共通データを収集してい

ただきたい。また、調査地の紹介など情報提供をお願いしたい。 

理   由 

長期間利用できる耐久性の高い作業道が提唱され、今後は、既設

の作業道を再利用して間伐などの作業を行う事例が増えてくるものと

思われる。しかし、既設道の利用にあたってどのような問題があるの

か、再利用のための補修費がどの程度かかるのかといったデータはな

い。そこで、既設道を再び利用するための支障要因について、その頻

度や原因などを把握し、既設道再利用についての課題を明らかにした

い。 

調査にあたっては、共通の調査票を使用することでなるべく多くのデー

タを取得、解析できるようにしたい。 

 

③ 森林総合研究所 

提案・要望項目 林業機械化推進研修・研究協議会の概要 

内   容 

平成 17 年に発足した関東森林管理局、森林総合研究所、森林技

術総合研修所（林業機械化センター）の 3者で構成される林業機械化

推進研修・研究協議会の概要を紹介し、本研究会との連携を模索した

い。 

理   由 

林業機械化推進研修・研究協議会において、本研究会に参加して

いる各都県から研究シーズを拾い上げたい。また試験結果を各都

県で実証・普及したい。 

一方、本研究会に参画している各都県・森林総研の機械担当の

人員や予算は縮小傾向にあると感じられる。沼田の林業機械化セ

ンターには指導官や機械、フィールド等研究資源が十分にそろっ

ている。ここで共同研究を実施し、得られた結果を各都県にフィ

ードバックするような流れを構築できれば、本研究会の活性化に

つながると考える。 
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開催報告 
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全体研究計画書（継続 2 年） 

（別紙） 

様式１ 

                                                      平成２８年 月  日 

                関東・中部林試連 

         研 究 会 計 画 書（変更） 

 

１ 研究会の名称：地域特性に対応した森林作業システム研究会 

 

２ 提案機関・提案責任者（所属・氏名）：岐阜県森林研究所・臼田寿生  

  平成２９年度開催機関事務局担当者（所属・氏名）：長野県林業総合センター・髙野

毅 

  幹    事（所属・氏名）：長野県林業総合センター・髙野毅 

岐阜県森林研究所・臼田寿生 

国立研究開発法人森林総合研究所・中澤昌彦 

国立研究開発法人森林総合研究所・宗岡寛子 

 

３ 目  的： 

    平成２６年度に立ち上げた「地域特性に対応した森林作業システム研究会」では、平

成２８年度までの３年間にわたり、各地の地形、気候などの地域特性に対応した路網整

備手法や路網を活用した森林作業システムに関する研究を推進することを目的として、

参加機関の研究成果や取組について互いに検討・評価を行ってきた。これまでの活動で

は、近年、各地で関心が高まっている「コンテナ苗を活用した一貫作業システムなどの

低コスト再造林」に関する研究を中心に活発な検討が進められ、平成２６年度から平成

２７年度には、研究会に参加している多くの機関が参加した「コンテナ苗を活用した低

コスト再造林技術の実証研究」（農林水産省・革新的技術緊急展開事業）を実施するな

ど、多くの成果を上げてきた。しかし、当研究会が対象としている森林作業システムは、

森林路網、林業機械をはじめとする数多くの要素を取り扱っていることに加え、各地の

地域特性は多種多様であるため、これまでの３年間では十分な検討ができていないのが

実情である。 

このため、当研究会の活動を２年間延長し、引き続き、地形、気候などの地域特性に

対応した森林作業システムに関する研究を推進するため、参加機関の研究成果や取組の

検討・評価などの活動を継続していくこととする。なお、最終年度には研究会の成果を

とりまとめた報告書を発行する。 

 

４ 設置期間：平成２６－２８年度（３年間）を平成２６－３０年度（５年間）に変更 

 

５ 実施方法： 

・ 原則として、年１回、１泊２日での開催を予定している。 
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・ 開催場所は参加機関での持ち回りとし、長野県、岐阜県等での開催を予定している。 

・ 地形や森林路網整備状況などの地域特性に対応した森林作業システムに関する検討

会を実施し、それらに関する調査事例などの情報交換や協議を行う。 

 

６  参加予定機関： 

国立研究開発法人森林総合研究所、新潟県森林研究所、富山県農林水産総合技術センタ

ー森林研究所、長野県林業総合センター、山梨県森林総合研究所、静岡県農林技術研究

所森林・林業研究センター、愛知県森林・林業技術センター、岐阜県森林研究所 

 

７ 想定される外部資金：農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業など 

   

８ そ の 他：なし 
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第 4 回研究会 平成 29 年度 （長野県） 

 

 

 

平成２９年度 

関東・中部林業試験研究機関連絡協議会 

地域特性に対応した森林作業システム研究会 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年８月 28 日（月）～８月 29 日（火） 

 

長野県林業総合センター 
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平成 29 年度 関東・中部林業試験研究機関連絡協議会 

地域特性に対応した森林作業システム研究会 

 

参 加 者 

機  関  名 部  署 役  職 氏  名 

新潟県森林研究所 森林・林業技術課 主任研究員 伊藤 幸介 

富山県農林水産総合技術センター 

森林研究所 
森林資源課 森林資源課長 図子 光太郎 

山梨県森林総合研究所 資源利用科 研究員 大地 純平 

岐阜県森林研究所 森林資源部 

専門研究員 臼田 寿生 

主任研究員 和多田 友宏 

静岡県農林技術研究所 

森林・林業研究センター 
木材林産科 主任研究員 平山 賢次 

森林総合研究所 

林業工学研究領域 領域長 陣川 雅樹 

収穫システム研究室 

室長 上村 巧 

主任研究員 中澤 昌彦 

研究員 瀧 誠志郎 

森林路網研究室 

室長 鈴木 秀典 

主任研究員 山口 智 

長野県林業総合センター 

 所長 宮 宣敏 

育林部 主任研究員 戸田 堅一郎 

指導部 

部長 松原 秀幸 

担当係長 百瀬 浩行 

担当係長 髙野 毅 
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日 程 

８月 28 日（月） 会議（長野県長野市中条日下野 5286 やきもち家） 

＜鉄道でお越しの方＞ 

集合（JR 長野駅 新幹線改札前）     12:00 

会議会場兼宿泊施設へ移動（宿泊施設マイクロバス）   12:00～12:45 

＜自動車でお越しの方＞ 

集合（やきもち家）       12:45 

 

受付         12:45～13:15 

 

開会挨拶（長野県林業総合センター所長）     13:15～13:30 

出席者自己紹介、座長選出 

 

研究会討議        13:30～17:20 

 

議題（１）調査・事例紹介 

① 森林総合研究所       13:30～14:00 

「ＵＡＶとマルチスペクトルカメラの活用」 

「森林３次元計測システム（ＯＷＬ）による毎木調査事例」 

「竹製横断排水溝の試作及び使用されるモウソウチクの耐久性」 

 

② 新潟県森林研究所       14:00～14:10 

「多雪地におけるコンテナ苗植栽調査について」 

 

③ 富山県農林水産総合技術センター森林研究所    14:10～14:20 

「一般化線形混合モデルを用いた造材工程における 

オペレータの習熟度の影響評価」 

 

④ 岐阜県森林研究所       14:20～14:30 

「山地災害リスクを考慮した森林ゾーニングに関する取り組み」 

 

   休憩      14:30～14:40 

 

⑤ 静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター    14:40～14:50 

「スイングヤーダでの苗木運搬」 

 

議題（２）研究会のあり方について     14:50～16:15 

 

   休憩      16:15～16:25 
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議題（３）提案・要望事項について 

① 山梨県森林総合研究所       16:25～16:35 

「山梨県県有林を使った各種功程調査協力について」 

 

② 長野県林業総合センター      16:35～16:45 

「グラップル補助伐倒について」 

 

③ 森林総合研究所       16:45～16:55 

「路網データベースの構築について」 

 

その他 

  現地検討会について       16:55～17:15 

  事務局連絡        17:15～17:20 

  閉会        17:20 

  情報交換会        18:00～20:00 

 

 

８月 29 日（火） 現地検討会（長野市中条地籍） 

  やきもち家 出発        8:30 

  移動（各機関車、長野県公用車、宿泊場所マイクロバス）   8:30～ 8:40 

 

  現地検討会① ＣＳ立体図で計画した作業道作設現場    8:40～ 9:40 

  移動         9:40～10:00 

 

  現地検討会② 特殊伐採事例地     10:00～11:00 

 

  解散        11:00 

  （ＪＲ長野駅へ移動）（宿泊場所マイクロバス）    11:00～11:45 

  （解散）        11:45 

   （新幹線 金沢行き はくたか 12:09 発  東京行き はくたか 12:24 発） 

 

※ 上記の日程は、諸般の事情により、変更する場合があります。 

※ ２日間とも昼食の用意はありませんので、各自でご対応をお願いします。 
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調査・事例紹介 

① 森林総合研究所 

調査・事例名 UAV とマルチスペクトルカメラの活用 

内   容 

植栽後の下刈作業では、下層植生の状況が下刈作業の生産性やコスト

に大きく影響する。特に、下層植生状況（面積や活性状況）は一つの植

栽エリアの中でも一様ではない。植栽エリアにおいて下層植生量の多

い・少ないといった部分的特徴、すなわち植栽木が被圧を受け下刈の緊

急性が高い箇所を事前に把握することができれば、計画的な下刈作業の

実施により育林作業の省力化に繋がる。しかしながら、現状では下刈作

業前に下層植生の状況を簡便に把握する手法は確立されていない。 

そこで本事例では、UAV（3DR SOLO）とマルチスペクトルカメラ

（Parrot Sequoia）による皆伐・再造林現場における下層植生状況の把握

を試みた。下層植生状況を把握する際には、植物の活性量を示す指標の

一つである正規化植生指数（NDVI：Normalized Difference Vegetation 

Index）を活用した。 

発 表 方 法 パワーポイント（Mac） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



86 
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調査・事例名 森林 3 次元計測システム（OWL）による毎木調査事例 

内   容 

毎木調査の簡便化を目的に、森林 3 次元計測システム（OWL）によ

る測量を実施した。またこの精度検証のため、一般的なレーザー測距儀

による測量も実施した。 

これらを比較検討した毎木調査事例を報告する。 

発 表 方 法 パワーポイント、PC持参 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



88 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



89 

 

調査・事例名 竹製横断排水溝の試作及び使用されるモウソウチクの耐朽性 

内   容 

林道や作業道において降雨や湧水などによって発生する路面流の排

水を目的とした素掘り横断溝は、車両通行時に通行車両において衝撃を

受けやすく、轍により機能低下の恐れもあることから、モウソウチクを

割って束ねてはめ込んだものを試作した。 

竹製横断排水溝については排水能力があることを定性的に明らかに

したが、モウソウチクも生物材料であることから腐朽が起こることは必

然である。そこで、土木用材料として使うにあたってのモウソウチクの

腐朽について調査を行ったので報告する。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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② 新潟県森林研究所 

調査・事例名 多雪地におけるコンテナ苗植栽調査について 

内   容 

多雪地におけるスギコンテナ苗を活用した低コスト再造林技術の開

発のため、新潟県では、異なる条件地や方法でのコンテナ苗植栽につい

て検討しており、これまで県内の緩～急傾斜地（10°～35°）で植栽試

験を実施してきたので、その植栽功程や活着、生育状況について報告す

る。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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③ 富山県農林水産総合技術センター森林研究所 

調査・事例名 
一般化線形混合モデルを用いた造材功程におけるオペレータの習熟

度の影響評価 

内   容 

機械作業における功程調査を実施する場合、オペレータの習熟度が作

業時間などに大きく影響する。標準功程を作成する場合、このようなオ

ペレータの違いによる影響を排することがのぞまれる。様々な作業条件

において多くのオペレータを用いることができれば、こうした影響を解

消できるが、現実的には困難な場合が多い。そこで、造材作業の標準功

程の作成に一般化線形混合モデルを用い、オペレータの違いによって生

じる影響をランダム効果として与えることによって、こうした影響の解

消を試みるとともにオペレータの習熟度の数値化を試みたので報告す

る。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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④ 岐阜県森林研究所 

調査・事例名 山地災害リスクを考慮した森林ゾーニングに関する取り組み 

内   容 

今後、皆伐再造林や路網整備を進めていくうえでは、山地災害リスク

が高い場所を見極め、地形条件に適した木材生産を進めていく必要があ

る。岐阜県では、昨年度から行政と研究機関が連携し、山地災害リスク

を考慮した森林ゾーニングの取り組みを実施しているため、その概要を

紹介する。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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⑤ 静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター 

調査・事例名 スイングヤーダでの苗木運搬 

内   容 
県内の調査地で、簡易架線機械であるスイングヤーダを利用して苗木

を運搬した際の作業効率を調査したため紹介する。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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提案・要望事項 

① 山梨県森林総合研究所 

提案・要望項目 山梨県県有林を使った各種功程調査協力について 

内   容 

山梨県県有林（実施事業）を利用した各種功程調査の実施、情報共

有。（各県それぞれにおいて必要としていることが違うと思われるの

で、その意見摺合せと合致する内容に関する調査協力） 

山梨県においては、調査地を必要に応じて山梨県県有林が事業の中

から確保します（８頁参照）。 

理   由 

平成29年度3月に林野庁計画課から「造林、保育及び間伐事業標準

工程表」で機械を用いた地拵え・間伐、獣害防除に関する標準功程が

示されたが、傾斜等を考慮した補正値は記載されていない。 

県有林としては諸条件を踏まえた上での補正値を決定したいとい

うことで、その資料となる現地での功程調査の協力依頼があった。 

 

 

② 長野県林業総合センター 

提案・要望項目 グラップル補助伐倒安全指針の必要性について 

内   容 
チェーンソーによる伐倒時の、グラップルで押しながら伐倒する方

法に対して、安全指針等の作成が必要と思われる。 

理   由 

最近、伐倒方向を確実にするために、グラップルで押しながら伐倒

する方法を用いる現場が散見される。労働安全衛生規則上は、伐倒木

等により「危険を生ずるおそれのある」箇所には労働者に立ち入らせ

てはならないとなっているが、手順、立ち位置等を明確にすることが

必要と思われる。 
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③ 森林総合研究所 

提案・要望項目 路網データベースの構築について 

内   容 

これまでに引き続き、路網データベース構築のため、各県からのデ

ータ提供をお願いしたい。収集するデータは概ねこれまでと同じだ

が、過去の施業時に開設した作業道を再度活用して施業を行った事例

があれば、その旨を付記して提供いただきたい。 

理   由 

前研究会から平成28年度までに各県から約50件の路網データを提

出いただき、路網整備による平均集材距離の短縮と労働生産性、コス

トとの関係について分析が行われている。この路網データベースをさ

らに充実させていきたい。 

また、継続的な使用を想定した路網整備が進められてきたが、実際

に修繕や改良を加えながら路網を繰り返し活用していく様を時系列

的に把握した例は少ない。そこで、そのような事例があれば積極的に

データベースの中に取り込みたいと考えている。 
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開催報告 
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第 5 回研究会 平成 30 年度 （岐阜県） 

 

 

 

平成３０年度 

関東・中部林業試験研究機関連絡協議会 

地域特性に対応した森林作業システム研究会 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 6 月 26 日（火）～6 月 27 日（水） 

 

岐阜県森林研究所 
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平成 30 年度 関東・中部林業試験研究機関連絡協議会 

地域特性に対応した森林作業システム研究会 

 

参 加 者 

機  関  名 部  署 役  職 氏  名 

新潟県森林研究所 きのこ・特産課 課長 涌井 克彦 

富山県農林水産総合技術センター 

森林研究所 
森林資源課 森林資源課長 

図子 光太郎 

（26 日のみ） 

山梨県森林総合研究所 資源利用科 研究員 大地 純平 

長野県林業総合センター 指導部 
担当係長兼林業専

門技術員 
髙野 毅 

静岡県農林技術研究所 

森林・林業研究センター 
木材林産科 

上席研究員 佐々木 重樹 

主任研究員 平山 賢次 

森林総合研究所 

林業工学研究領域 領域長 毛綱 昌弘 

林業工学研究領域 チーム長 上村 巧 

収穫システム研究室 

室長 中澤 昌彦 

主任研究員 瀧 誠志郎 

森林路網研究室 主任研究員 山口 智 

地域連携戦略室 室長 
山田 毅 

（27 日のみ） 

岐阜県森林研究所 森林資源部 

所長 古川 邦明 

部長研究員兼部長 
水谷 和人 

（26 日のみ） 

専門研究員 臼田 寿生 

主任研究員 和多田 友宏 
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日 程 

 

6 月 26 日（火）   現地検討会（高山市一之宮町） 

＜鉄道でお越しの方＞ 

集合（JR 高山駅 西口 ロータリー）      13:30 

現地検討会会場へ移動（岐阜県公用車）           13:30～14:00 

＜自動車でお越しの方＞ 

集合（道の駅 モンデウス飛騨位山 駐車場              14:00 

：岐阜県高山市一之宮町 7846 番地 1）       

現地検討会  欧州型（屋根型）の路網開設地    14:00～16:30 

       【講師】 

飛騨市森林組合               中谷 和司 氏 

          

宿泊施設へ移動        16:30～17:00 

 

情報交換会           18:00～20:00 

 

6 月 27 日（水）   会議（飛騨総合庁舎 厚生棟２階 厚生２会議室: 

岐阜県高山市上岡本町 7-468） 

 

宿から会場へ移動        8:30～9:00 

 

研究会討議         9:00～12:00 

 

議題（１）調査・事例紹介 

① 森林総合研究所        9:00～9:30 

「林業工学研究領域の概要」 

「大径・長尺材に対応した新たな生産技術の開発」 

「～やまんば伝説の里～信州中条の森林再生事業」 

 

② 新潟県森林研究所        9:30～9:40 

「多雪地の緩傾斜地におけるスギコンテナ苗の植栽功程と活着」 

 

③ 山梨県森林総合研究所       9:40～9:50 

「やまなし次世代林業推進事業（H30 年実施開始事業）について」 

 

④ 長野県林業総合センター       9:50～10:00 

「自走式搬器の新旧機種間の作業功程の差」 
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⑤ 静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター    10:00～10:10 

「ウインチ及びジグザグ滑車を利用した集材功程」 

 

休憩                       10:10～10:20 

 

議題（２）提案・要望事項について 

① 長野県林業総合センター      10:20～10:30 

「森林環境譲与税導入に伴う市町村発注事業への指導について」 

 

② 静岡県森林・林業研究センター      10:30～10:40 

「林業作業員の日報調査方法について」 

 

議題（３）研究会報告書のとりまとめについて    10:40～11:20 

 

議題（４）次期研究会について      11:20～12:00 

 

閉会         12:00 

  （ＪＲ高山駅へ移動）（岐阜県公用車）       12:00～12:15 

  （解散）        12:15 

    

※ 上記の日程は、諸般の事情により、変更する場合があります。 

※ ２日間とも昼食の用意はありませんので、各自でご対応をお願いします。 
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調査・事例紹介 

① 森林総合研究所 

調査・事例名 林業工学研究領域の概要 

内   容 

平成 30 年度になって、林業工学研究領域の研究体制が変わり、今

年度から新しい事業も開始するので、これらについて情報提供を行

う。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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調査・事例名 大径・長尺材に対応した新たな生産技術の開発 

内   容 

平成 27 年度から平成 29 年度までの 3 か年実施した、森林総合研究

所交付金プロジェクト「大径・長尺材に対応した新たな生産技術の開

発」が終了したので、この成果を報告する。大径（胸高直径 50cm）・

長尺材（材長 8m）に対応するための、安全な伐木技術、造材機械と

集材機械に求められる諸元、これらを運用するための路体条件（路体

強度、路線線形等）を検討することにより、高効率かつ安全な伐採搬

出作業システムを開発し、生産性やコスト、収益性を評価した。な

お、本事業には富山県森林研究所に協力をいただいた。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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調査・事例名 ～やまんば伝説の里～信州中条の森林再生事業 

内   容 

長野県長野森林組合が受託した農中森力(もりぢから)基金「～やまん

ば伝説の里～信州中条の森林再生事業」に研究協力し、森林ゾーニング

手法、UAVおよびTLSを用いた森林資源把握技術、大型クレーンを使用し

た特殊伐採の作業システムの生産性等を解明したので報告する。なお、

本事業は長野県林業総合センターとともに実施した。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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② 新潟県森林研究所 

調査・事例名 多雪地の緩傾斜地におけるスギコンテナ苗の植栽功程と活着 

内   容 

新潟県内の多雪地の緩傾斜地においてスギコンテナ苗と裸苗を植栽。

その結果、植栽効率はコンテナ植栽の方が裸苗植栽より有意に高く、熟

練作業員では１．２５倍程度の早さで植栽できた。 

一方、活着・植栽後の雪害・獣害等の被害はコンテナ苗も裸苗も大き

く変わらなかった。 

したがって、緩傾斜地においては、積雪地でもコンテナ苗を適用でき

る可能性が認められた。 

発 表 方 法 資料配付 Ａ４×２枚 

宮嶋大介・小柳正彦（2017）多雪地の緩傾斜地におけるスギコンテナ苗の植栽功程と活着．新潟県

森林研究所研究報告、No. 57：31～36． 
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③ 山梨県森林総合研究所 

調査・事例名 「やまなし次世代林業推進事業（H30 年実施開始事業）」について 

内   容 

平成30年度より県有林課が主体として実施する「やまなし次世代林業

推進事業」について紹介する。 

①一貫作業システムの実証、功程の調査 

②ICT機器を用いた各種作業の効率化 

発 表 方 法 パワーポイント 
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④ 長野県林業総合センター 

調査・事例名 自走式搬器の新旧機種間の作業功程の差 

内   容 

従来から自走式搬器により集材作業を行っている作業班の現場で、

新型機による集材作業が行われたことから、功程調査を実施し、その

差を検証したので、ご報告します。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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⑤ 静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター 

調査・事例名  ウインチ及びジグザグ滑車を利用した集材功程 

内   容 

静岡県内の国有林の列状間伐実施地で、グラップルのウインチ集材

とジグザグ滑車を利用したスイングヤーダ集材を比較検討したため、

内容を紹介する。 

発 表 方 法 パワーポイント 
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提案・要望事項について 

① 長野県林業総合センター 

提案・要望項目 森林環境譲与税導入に伴う市町村発注事業への指導について 

内   容 
森林環境譲与税導入に伴う市町村発注事業設計書への作成指導方

針・状況の情報提供をいただきたい。 

理   由 

森林環境譲与税導入に伴い、市町村発注作業が増加することが予想

されるが、市町村単独で発注設計書を作成するのは難しいと思われ

る。その際、どのように設計書作成を指導していき、またどのような

システムを使っていくか等の方針・現在の状況をお聞きしたい。 

 

② 静岡県森林・林業研究センター 

提案・要望項目 林業作業員の日報調査方法について 

内   容 

・各機関の日報調査の状況を教えていただきたい。 

 提出方法（紙・Excelデータ・アプリ入力など） 

 様式（事業体が記載する内容） 

・収集効率や事業体の負担を軽減できる方法があれば助言をいただ

きたい。 

理   由 

静岡県では、労働生産性を調査する際に、日報調査を行っているが、

常日頃日報を作成していない事業体も多く、負担が大きいことから断

られるケースがある。 

静岡県では、主伐再造林を重点事項として、本年度より取り組むこ

ととなり継続的な調査が必要となった。このため、収集効率と事業体

の負担を軽減するための助言をいただきたい。 

現在、日報アプリの活用（既存アプリの利用、新規開発）を含め検

討している。 
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開催報告 

 

地域特性に対応した森林作業システム研究会 

 

岐阜県森林研究所 

 

１ 日 時：平成３０年６月２６日（火）～２７日（水） 

２ 場 所：会議 飛騨総合庁舎 厚生２会議室（高山市） 

現地検討会 欧州型（屋根型）の路網開設地（高山市一之宮町） 

３ 出席者：森林総合研究所、新潟県、富山県、山梨県、長野県、静岡県、岐阜県 

（７機関、１６名） 

４ 会 議 

（１） あいさつ 

研究会会長 岐阜県森林研究所長 古川邦明 

（２） 調査・事例紹介 

森林総研：林業工学研究領域の概要 

    森林総研：大径・長尺材に対応した新たな生産技術の開発 

    森林総研：～やまんば伝説の里～信州中条の森林再生事業 

    新潟県：多雪地の緩傾斜地におけるスギコンテナ苗の植栽功程と活着 

    山梨県：「やまなし次世代林業推進事業（H30年実施開始事業）」について 

長野県：自走式搬器の新旧機種間の作業功程の差 

静岡県：ウインチ及びジグザグ滑車を利用した集材功程 

（３） 提案・要望事項 

    長野県：森林環境譲与税導入に伴う市町村発注事業への指導について 

    静岡県：林業作業員の日報調査方法について 

（４） 次期研究会について 

森林作業の最適化に関する研究成果や取組について、互いに検討・評価することを目

的とした新たな研究会を立ち上げる方向で合意した。なお、次年度以降の幹事は森林総

研、長野県、岐阜県が担当し、平成３

１年度は山梨県で開催することとなっ

た。 

５ 現地検討会 

高山市において、たかやま林業・建設業

協同組合が欧州型（屋根型）の路網を作設

した現場を見学し、地形等の地域特性に対

応した森林作業システムについての意見交

換を行った。 

 

【現地検討会：岐阜県高山市】 

欧州型（屋根型）路網作設事業地 




